
平成元年11月号 ① 金木だより（第283号） 

津軽の風習「秋もち』 
小学校に残る伝統 

子供たちが収穫に感謝をこめて 
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金木町企画室 

青森県北津軽郡金木町 
大字金木字朝 I-I 山 323 
電話⑩ 2111 内線240 

リ」 6.442人 △ 108人 

女 7.028人 △ 89人 

l汁 13.470人 △ 197人 

10月末現在 

!IJ数 	3.893 

人
口
と
世
帯
 

P
 
8
 
9
 
m
 n
 
臣
 

平成元年度朝野球閉幕 

今月のがんばった顔 

金木病院力ルテ 

お知らせ 

戸箱の窓 

P 

昭和63年度決算 	2・S 

待望の男子型企業誘致 	4 

永年勤続者引人表彰 	5 

学校部活動紹介 	 6 

スボーツの秋町民300人がんばる 7 

主
な

内
容
 

な 

(
 

十
月
二
十

一
日
嘉
瀬
小
学
校
 

（
原田
恵
喜
校
長
）
で
収
穫
の

秋
を
祝
う
恒
例
の
親
子
餅
つ
き

大
会
が
全
校
児
童
二
百
五
十
五

人
と
父
兄
多
数
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
行
事
は
、
お
米
の
大
切

さ
と
た
く
さ
ん
の
人
の
努
力
の

結
晶
で
で
き
る
過
程
を
学
ぷ
と

と
も
に
、
実
際
に
農
作
業
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
五
刀
に
五

年
生
金
員
で
嘉
瀬
農
協
青
年
部

の
協
力
で
も
ち
米
を
田
植
え
し
、
 

今
秋
に
は
四
年
生
全
貝
で
脱
殺

を
し
た
も
の
。
 

会
場
と
な
っ
た
同
校
体
育
館

で
は
、
父
兄
方
に
ま
じ
っ
て
六

年
生
の
男
子
が

一
年
生
の
 
「よ

い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
 
の
か
け

声
の
巾
、
重
い
キ
ネ
に
ふ
ら
つ

き
な
が
ら
も
楽
し
い
餅
つ
き
を

体
験
し
ま
し
た
。
 

つ
き
あ
が
っ
た
お
餅
は
、
さ

っ
そ
く
お
母
さ
ん
方
や
六
年
生

の
女
子
の
手
で
お
ぞ
う
に
や
お

し
る
こ
が
つ
く
ら
れ
た
。
 こ
の

材
料
費
は
父
兄
方
が
廃
品
回
収

を
し
て
得
た
も
の
で
、
子
供
逮

が
収
穫
に
感
謝
を
込
め
て
一
足

早
い
秋
の
風
習
「
秋
も
ち
』
を

お
い
し
そ
う
に
ほ
う
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
 



その他 

巨リ市支出金 

町 債 

県支出金 

町 税 

617,637 

(19.7%) 

地方交付税 

1,664,919 

(52.9%) 

321, 434 (10. 2%) 

142,144(4.5%) 

164,600(5.2%) 

235,451(7.5%) 

そ の 他 

        

290,495(9.8%) 

  

           

土 木 費 

           

           

消 防 費 

        

231,521(7.7%) 

  

           

教 育 費 

        

273, 389 (9. 1%) 

  

           

民 生 費 

329,182(11.0%) 

        

農林水産業費 

373,262(12.4%) 

        

衛 生 費 

394,411(13.1%) 

公 債 費 

419,852 (14.0%) 

総 務 費 

486,011(16.2%) 

ーm111111川川金木だより ② 

1万3千5百町民の台所 

昭和63年度一般会計決算決まる 

31億円のまちづくり 
145,790千円の黒字に 

（単位：千円） 

歳入総額 3,146,185 	歳出総額 3,000,395 

町税の内訳 特別会計 

（千円） 
	

(%) 
	

（単位：千円） 

田
 
民
 
税
 

 
241,688 39.1 

固定資産税 285,891 46.3 

軽 自 動車税 11 ,084 1.8 

町たばこ消費税 54,929 8.9 

電 	気 	税 23,224 3.8 

木材引取税 821 0.1 

合 	 計 617,637 100.0 

な×ぐこ 歳 入 歳 出 差引残高 

国民健康保険
特 別 会 計 1,066,926 1,022,487 44,439 

老特
 
人

別
 
保
会
 
健
計
 

 

671,320 656,377 14,943 

農業集落排水
特 別 会 計 2,197 2,196 1 

道
 
事

水会
 
業
計
 

 

178,324 172,660 5,664 



へ 

公立金木病院組合負担金… 144.520 
水道事業繰出金 	 46.261 
西北五衛生処理組合負担金-"39. 607 
同民健康保険特別会計繰出金 

③ 金木だより川川III 	 

長期債償還元金 2 211 ,980 
長期債償還利子 2 207 .747 
災害復旧工事 19 .125 

金木東部コミュニティセンター建設 

.J 	: 	 47.071 
行政情報システム電算委託… 7,940 
交通安全施設整備 	 3.117 

一、、 

町道整備’ド業 	 53.150 
公1打ト宅建設事業 	48,705 
橋梁架替’ド業 	 16.842 
県単道路整備事業 	 4 .770 
道路パトロール車購人 	 2.000 

津軽北部広域事務組合負担金 

	-203.326 
防火水I'II設置事業 	 6.520 
神」！I（防災センター建設事業… 6.175 
消火栓設置事業 	  2.400 
小型動力ポンフ筆t載軍購入… 1 .830 

公園整備事業 

商工会助成金 

さくらまつり助成金 

公園整備事業 	 48.210 
商工会助成金 	 3,000 
さくらまつり助成金 	2.300 

金木巾学校柔剣道場建設’」‘業 

	36.483 

金木南中学校運動場整備 	 1 .988 
川倉小学校便所改修 

嘉瀬小学校屋根潅替 	 1 .314 

児童手当 	 16 .4 10 
垂度心身障害者医療費助成 

	11. 127 
津軽北部広域事務粗合負担金（老人 

福祉） 	  7.256 
社会福祉協議会補助金 	 3.500 
街灯修理費 	  2.823 

なつまつり助成金 	 1 .700 

金木II 学校川地取得 	4,192 金木り1学校川地取得 
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そ 

の 

他 

以下は 

主な歳出内訳 

（人件費を除く） 
及 び 
過去5年間の 

決算の推移 
（単位：千円） 

霊園整備 

老人保健特別会計繰出金 

eu 
urn 

籍郵曹 
■■ 

' 

	 35 
	 32 

22 

.264 

.406 

.505 
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新農業構造改善事業 83 .692 
農免農道整備事業 37 .805 
広域農道整備事業 20 .816 
農村総合整備事業 19 .358 
県営喜良市地区防災溜池整備事業 

	15 .4 14 
水III農業確立条件整備半業…15 . 062 
内水面整備’ド業 	  7.255 

農
林
水
産
業
費
 

59年度 	60年度 61年度 	62年度 	63年度 

畑
 

~ 	1 
過去5年間の決算の推移 
1 歳人 

三
二
億
二
、
八
七
五
万
円
 

．・
．一
一億
一
、
三
九
八
万
九
千
円
 

．
に
ハ
億
九
、ヒ
六

一
万
．
．千
円
 

二
L
億
七
、
四
二
三
万
九
千
円
 

二
O
億
，
.
;.
1」
．し
万

一
千
円
 

・

．
‘億
九
五
四
万
五
千
円
 

三
O
億
．二
九
万
五
千
円
 

三
一
億
四
、
六
一
八
万
五
千
円
 

二
九
億
七
、
一
．.．
一
万
二
千
円
 

.

.O億
四
、

．‘
，』』
四
万
．
．干
円
 

教 

育 

費 



昌
雷
 

岩
手
県
衣
川
村
 

町
で
は
四
番
目
の
誘
致
企
業

で
、
初
の
男
子
雇
用
型
企
業
と

な
る
茨
城
製
作
所
と
十
月
十
八

日
、
工
場
立
地
基
本
協
定
書
の

調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
 

調
印
式
に
は
、
町
関
係
者
や

安
井
満
茨
城
製
作
所
社
長
ら
企

業
側
、
久
慈
一
英
県
企
業
立
地

対
策
室
長
ら
が
出
席
。
大
橋
町

長
と
安
井
社
長
と
の
間
で
協
定

書
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。
席
上

大
橋
町
長
が
「
地
元
に
お
け
る

男
子
雇
用
型
企
業
の
誘
致
は
至

上
命
令
で
あ
り
、
今
こ
う
し
て

県
の
お
世
話
に
な
り
茨
城
製
作

所
と
調
印
が
で
き
ま
し
た
。
こ
 
 れ

か
ら
は
、
 一
緒
に
発
展
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
安
井
社

長
も
「
進
山
企
業
と
い
う
の
で

は
な
く
、
工
場
を
立
地
し
て
町

民
の
方
々
に
良
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
企
業
に
な
り
た
い
」
と
決

意
の
ほ
ど
を
語
っ
て
い
た
。
 

茨
城
製
作
所
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
O
A
機
器

や
自
動
車
部
品
な
ど
の
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
部
門
に
使
わ

れ
る
特
殊
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品

を
製
造
し
て
い
る
会
社
で
、
因

内

一
流
企
業
に
製
品
を
納
人
し

た
り
、
単
独
で
数
ケ
国
へ
輸
川

も
し
て
い
る
。
 

現
地
法
人
金
木
セ
ラ
ミ
ッ
ク

株
式
会
社
（
仮
称

・
資
本
金
五

百
万
円
）
で
は
主
に
ス
テ
ア
タ

イ
ト
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
生
産
を
原

料
か
ら
成
形
な
ど
全
工
程
を
扱

う
工
場
と
な
る
。
工
場
は
芦
野

地
区
に
百
七
十
坪
の
建
物
を
建

設
、
十
二
月
巾
旬
か
ら
男
子
八

人
、
女
子
五
人

（
早急
に
男
子

数
十
人
程
度
に
増
貝
す
る
見
込

み
）
で
一
．に父
替
．
．十
四
時
間
体

制
を
と
り
、
初
年
度

一
億
円
の

生
産
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
発

展
を
期
待
し
た
い
。
 

 

 

一
 

 

▲調印する町長と安井社長 

  

 

待望の男子型企業 
茨城製作所と 

調 印 
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岩
手
県
衣
川
村
議
会
と
村
関

係
者
が
十
月
二
十
四
H
当
町
を

訪
れ
、
町
関
係
者
と
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
来
訪
さ
れ
た
の
は
、
 

三
浦
誠
衣
川
村
議
会
経
済
常
任

委
貝
長
、
寺
嶋
秀
雄
議
会
事
務

局
長
ら
．
行
八
人
で
、
町
側
か

ら
は
助
役
、
総
務
課
長
他
五
人

が
畠
席
。
農
村
情
報
無
線
の
運

用
問
題
や
減
反
等
に
関
わ
る
農

事
問
題
、
町
づ
く
り
、
観
光
等

に
つ
い
て
お
互
い
に
忌
揮
の
な

い
意
見
交
換
が
あ
り
、
短
い
時

問
で
は
あ
っ
た
が
実
益
あ
る
懇

談
会
で
あ
っ
た
。
 
 

衣
川
村
の
概
要
 

ま
た
今
年
七
 

7
1手
県
南
部
に
位
畿
し
、
隣
 

月
に
オ
ー
プ
ン

接
町
村
と
し
て
中
尊
寺
で
有
名
 
し

た
東
北
ニ
ュ

な
平
泉
町
が
あ
る
。
 

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

面
積
百
六
十
四

・
五
届
、
人
 

村
は
、
村
営
の

ロ
約
五
千
八
百
人
、
村
内
の
約
 
放
牧
地

等
五
十

八
十
％
が
山
林
で
農
林
業
が
主
 

加
を
利
用
し
て

体
産
業
で
あ
る
が
こ
こ
数
年
企
 

民
問
会
社
が
つ

業
誘
致
等
が
進
み
逆
転
傾
向
に
 

く
っ
た
、
レ
ジ

あ
る
。
 

ャ
ー
施
設
で
東

村
の
特
産
品
は
、
減
反
作
物
 
北

自
動
車
道
に

と
し
て
の
ハ
ト
ム
ギ
、
り
ん
ど
 

も
近
く
開
業
以
，
 

う
が
あ
る
。
り
ん
ど
う
は
切
り
 
米
三
ケ

月
で
一
一
 

花
と
し
て
東
京
市
場
に
山
荷
さ
 

十
万
人
の
入
場

●
》
i
 

れ
て
お
り
作
付
面
積
で
は
7
1手
 
者
が

あ
っ
た
。
 

県
第
三
位
と
な
っ
て
い
る
。
 

▲ 衣川 村 の み な さ ん 

Im川III川川金木だより ④ 
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(
 



平
成
二
年
の
金
木
町
合
同
厄

払
い
を
次
に
よ
り
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

⑥
日
 
時
 

平
成
二
年

一
月
六
日
（
土）
 

⑥
場
 
所
 

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
生
 

＠
会
 
費
 

男
一

一
一
、
〇
〇
〇
円
 

女

一
〇
、〇
〇
〇
円
 

（写
真
代
を
含
む
）
 

＠
申
 
込
 

銀
行
へ
の
会
費
振
込
と
同
 

青
森
県
信
用
組
合
金
木
支
店

普
通
目
座
1
3
1
0
6
3
9
 

＠
巾
込
締
切
 

平
成

一
年
十
二
月
十
五
日

＊
嘉
瀬

・
喜
良
市
地
区
の
対

象
者
の
参
加
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
 

蕪
欝
金
木
町

Aロ
同
厄
払
い

開
催
鷺
載
難
 

金
木
町
中
央
公
民
館
 

＠
対
象
者
 

男
 

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
、
 

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
生
 

女
 

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
、
 

時
に
申
込
と
い
た
し
ま
す
。
 

＠
振
込
先
 

平
成
2
年
金
木
町
合
同
厄
払

発
起
人

代
表

角
田
 
豊

み
ち
の
く
銀
行
金
木
支
店

普
通
口
座
5
4
0
0
0
1
5
 

ま
た
は
 

平
成
二
年
金
木
町
厄
払
 

発
起
人
 

代
表
 
角
田
 
豊
 

か
5
2
1
3
1
1
1
 

会
討
 
角
田
省
逸
 

。
5
2
1
2
2
2
8
 

==＝に誹山 
▲発表する小野泰弘君 （金小） 

' 

1 

⑤ 	金木だより―川III III uuI.ー・ 

金
木
町
商
工
会
発
展
の
礎
 

永
年
勤
続

者
6
1人
表
彰
 

▼
特
選
I
花
川
賢

介
（
金
木小
一
年
）
 

成
田
陽
平
（
金
木

小
四
年
）
小
松
正

也
（
嘉
瀬
小
六
年
）
 

▼
準
特
選
I
工
藤

和
美
（
嘉
瀬
小
：
 

年
）
藤
谷
恵
，十
（金

木
小
．.
.4
 
原
田

千
り
f
 
嘉
瀬
小

四
年
）
三
ト
静
花
 

（
嘉瀬
小
五
年

吉
村
友
希
（
嘉
瀬

小
五
年
一
 

十

一
月
三
日
金
木
町
商
工
会

館
に
お
い
て
永
年
勤
続
従
業
員

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
表
彰
を
受
け
た
の
は

勤
続
三
年
以
上
の
六
十

一
人
で

今
誠
康
商
工
会
長
が
「
金
木
町

商
工
会
の
発
展
は
こ
こ
に
表
彰

さ
れ
る
方
々
に
培
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
J
と
感
謝
を
述
べ
、
 一
人
一

人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡

し
た
。
 

0
勤
続
十
年
以
上
の
表
彰
者
は

次
の
通
り
 

▼
十
年
以
上
 

太
田
雅
文
（
松
江
造
花
店
）
工

藤
司
（
津
島
医
院
）
米
塚
典
子
 

（青
銀
金
木
支
店
）
山
口
富
上

雄

（
絢
木村
製
材
所
）
太
田
ト

ミ
エ

（同
）
蝦
名
桂
（
脚
野
呂

電
気
商
会
）
島
中
美
津
子
（
圃

斜
陽
館
）
 

▼
十
五
年
以
上
 

高
橋
菊
枝
（
圃
ス
L
ハ
ー
な
り
た
）
 

山
川
良
子
（
同
）
秋
元
信
一
（
尾

野
病
院
）
外
崎
純
子

（
同）
工

藤
あ
き
子
（
同
）
吉
田
良
子
（同
）
 

芳
賀
キ
シ
（同
）
斉
藤
幸
恵
（
同
）
 

秋
元
良
子
（
脚
松
山
呉
服
店
）
 
 長

尾
ト

こ
二

卿
長
内
呉
服
店
）
 

▼
二
十
年
以
L
 

成
田
か
ね
よ
（
京
染
の
白
川
）
 

野
呂
昌
昭
（
尾
野
病
院
）
鎌
田

マ
ッ
ェ

（
脚
木
村
製
材
所
）
三
 

潟
勝
則
（
前
田
自

動
軍
）
 

▼
二
十
五
年
以
上

角
田
豊
治

（
又
一

製
材
脚
）
成
田
正

一
 
（
同）
工
藤
弥
 

11
1郎（
尾
野
病
院
）
 

今
義
行

（囲
今
与

建
設
）
今
義
則
 

（同
）
桑
田
昇
（
同）
 

須
藤
文
子

（
金
木
 

第
十
八
回
西
北
五
学
校
給
食

体
験
発
表
会
と
ポ
ス
タ
ー
展
が

十
月
二
十
日
、
金
木
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。
 

発
表
に
先
立
ち
、
伝
法
谷
校

長
が
「
学
校
給
食
を
通
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
あ
る
食
事
、
正
し
い

食
事
の
あ
り
方
を
勉
強
し
て
く
 
 町

商
工
会
）
 

▼
三
十
年
以
上
 

安
田
武
一
ニ
（
即ォ
サ
ナ
イ
洋
品
）
 

大
橋
和
夫

（尾
野
病
院
）
西
村
 

勇
三

（
脚
今与
建
設
）
木
下
信
 

行
（
田
村
商
店
）
 

▼
三
十
五
年
以
上
 

伊
藤
敏
秋

（
芳賀
酒
店
）
三
L
 

勉
（
須
藤
呉
服
店
）
 

だ
さ
い
J
ま
た
近
藤
教
育
長
が
 

「
よ
く
も
の
を
か
み
、
好
き
嫌

い
を
な
く
す
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
い
と
あ
い
さ
つ
。
 

体
験
学
習
発
表
で
は
、
西
北

五
地
区
か
ら
小
学
校
四
校
、
中

学
校

一
校
の
五
組
十
四
人
が
参

加
、
各
校
様
々
な
テ
ー
マ
を
も
 
 っ

て
普
段
の
姿
勢
に
も
影
響
す

る
「
は
し
の
正
し
い
持
ち
方
」
 

（
嘉
瀬小
学
校
）
ゃ
日
曜
日
と

給
食
の
あ
る
日
と
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
比
べ
た
「
食
事
診
断
」
 

（
金
木小
学
校
）
な
ど
ア
ン
ケ
 

ー
ト
を
も
と
に
ス
ラ
イ
ド
ゃ
模

遺
紙
を
使
っ
て

一
組
五
分
の
持

ち
時
間
で
意
見
を
発
表
し
た
。
 

ま
た
会
場
で
は
回
時
に
学
校

給
食
ポ
ス
タ

ー
展
も
開
か
れ
、
 

絵
と
標
語
が
マ
ッ
チ
し
た
素
晴

ら
し
い
畠
米
栄
え
で
あ
っ
た
。
 

ポ
ス
タ
ー
展
の
特
選

・
準
特

選
は
次
の
通
り
。
 

▲25年の表彰をうける桑田昇さん 

児
童
が
考
え
る
給
食
の
あ
り
方
 

給
食
体
験
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
展
 



▲ 金木 中相 撲部 

金
木
小
児
童
全
員
 

元
気
一
杯

マ
ラ
ソ
ン
大
会
 ▲スター ト直後の力走 

学
校
部
活
動
紹
介
⑤
 

金
木
中
学
校
相
撲
部
 

金
木
中
学
校
に
は
、
陸
上
競

技
部
、
野
球
部
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
部
、
女
子
庭
球
部
、
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、
柔
道
部

相
撲
部
の
八
運
動
部
と
、
美
術

部
、
写
真
部
な
ど
六
文
化
部
あ

わ
せ
て
十
四
の
部
が
あ
り
活
発
 
 に

活
動
し
て
い
ま
す
。
部
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
剣
道
も

町
の
剣
武
館
の
指
導
を
受
け
、
 

今
年
の
春
か
ら
、
金
木
中
選
手

と
し
て
試
合
に
出
場
し
て
い
る

一
年
生
が
五
人
ほ
ど
い
ま
す
。
 

こ
の
度
は
、
私
達
相
撲
部
が
 
 紹

介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
喜
ん

で
い
ま
す
。
相
撲
部
は
今
年
創

設
以
来
の
最
高
の
成
績
を
あ
げ

て
い
る
の
で
す
が
部
員
の
少
な

い
の
が
悩
み
の
た
ね
で
す
。

一

年
生
は
、
相
内
崇
君
、
吉
田
郁

世
君
、
角
田
潤
一
君
の
三
名
、
 

二
年
生
は
蒔
田
七
二
郎
君
と
田

中
英
行
君
の
二
名
、
三
年
生
は

僕
と
葛
西
学
君
の
二
名
で
す
か

ら
、
部
員
は
総
勢
で
も
七
名
し

か
い
ま
せ
ん
。
 こ
の
七
名
が
励

ま
し
あ
っ
て
か
ち
と
っ
た
最
大

の
成
績
は
、
第
十
回
東
北
中
学

校
相
撲
鳴
子
大
会
で
の
団
体
戦

で
準
優
勝
で
き
た
こ
と
と
、
個

人
戦
で
僕
（
蒔
田
正
信
）
が
優

勝
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
 

今
年
の
県
中
体
連
の
相
撲
大
会

三
年
の
部
や
米
塚
杯
で
タ
イ
ト

ル
を
獲
得
し
、
第
六
回
全
国
少

年
相
撲
立
川
大
会
で
個
人
戦
一
一

位
に
入
賞
で
き
た
こ
と
で
す
。
 

僕
に
と
っ
て
も
相
撲
部
に
と

っ
て
も
最
高
の
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
 

東
北
大
会
は
、
は
じ
め
て
の

出
場
な
の
で
、
行
く
前
か
ら
部

員
皆
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
 

ど
こ
の
学
校
の
ど
ん
な
選
手

と
対
戦
し
て
も
全
力
で
ぷ
つ
か

る
覚
悟
で
の
ぞ
み
、
成
績
に
こ
 
 だ

わ
る
気
持
ち
は
な
か
っ
た
。
 

そ
の
結
果
が
、
団
体
で
準
優

勝
、
個
人
で
優
勝
で
き
た
の
だ

か
ら
、
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し

か
っ
た
。
 

来
年
は
、
小
学
校
で
活
躍
し

た
有
望
な
一
年
生
の
入
部
が
期

待
で
き
る
の
で
、
 一
・
二
年
の

後
輩
に
相
撲
部
の
将
来
を
託
し

て
卒
業
で
き
ま
す
。
 

金
木
巾
学
校
相
撲
部
 

副
主
将
 
蒔
田
正
信
 

「競
技
を
通
し
て
、
心
身
の

発
達
を
促
す
こ
と
は
も
と
よ
り

健
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
に

資
し
、
公
正
か
つ
健
金
な
社
会

的
態
度
を
養
う
」
こ
と
を
ね
ら

い
に
十
月
七
日
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
多
少
肌
寒
か
っ
た

も
の
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
伝

法
谷
校
長
が
「
天
気
が
よ
く
、
 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
い
い
日
で

す
。
 マ
ラ
ソ
ン
を
キ
ッ
カ
ケ
に
 
 体

力
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
い
と
激
励
し
、
徳

田
貢
児
童
会
長
が
「
せ
い
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
い
と
選
手

宣
誓
。
 

先
生
の
指
導
の
も
と
、
み
ん

な
で
入
念
に
準
備
体
操
を
し
た

あ
と
、
 一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
全
校
児
童
が
男
女
別
に
、
芦

野
公
園
内
遊
歩
道
を
つ
か
っ
た

特
設
コ
ー
ス
に
か
け
だ
し
、
応

援
に
か
け
つ
け
た
父
兄
た
ち
も

わ
が
子
の
頑
張
る
姿
に

一
緒
に

走
る
人
も
い
た
。
 

一
位
の
結
果
は
つ
ぎ
の
通
り
。
 

O
お
さ
る
さ
ん
コ
ー
ス
 

一
年
男
子
 
花
田
け
ん
す
け

一
年
女
子
 
徳
田
ま
す
み
 

O
ワ
ン
ワ
ン
コ
ー
ス
 

二
年
男
子
 
津
島
慶
太
 

二
年
女
子
 
小
山
内
よ
し
え
 

O
ク
ジ
ャ
ク
コ
ー
ス
 

三
年
男
子
 
田
巾
和
幸

三
年
女
子
 
中
川
悦
子
 

o
つ
り
ば
し
コ
ー
ス
 

四
年
男
子
 
尾
野
丈
則

四
年
女
子
 
大
橋
裕
子

五
年
女
子
 
徳
田
敦
子

六
年
女
子
 
小
山
内
由
美
 

O
か
も
し
か
コ
ー
ス
 

五
年
男
子
 
佐
井
川
伯
 

六
年
男
子
 
三
上
拓
治
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▲小学校女子800m スター 

Aボールはいずこノ、 

金 
木 

~f 」・ 
▲みるほどにおもしろいゲートボール 

こ
【
 

"
 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
 

町
民
鋤
人
が
ん
ば
る
 

ぬ
け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
体
育
の
日
、
金
木
巾
学

校
グ
ラ
ン
ド
を
メ
ー
ン
会
場
に

第
十

一
回
町
総
合
体
育
大
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
三
百
人
余
り
が

堂
々
の
行
進
を
披
露
。
近
藤
慶

一
郎
教
育
長
が
「
今
年
は
各
学

校
と
も
ス
ポ
ー
ッ

・
文
化
両
面

に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
成
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
健
康
は
何
に

も
ま
し
て
大
切
で
あ
り
宝
で
あ
 
 る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
留
意
し
、
心
身
と
も
に
高

揚
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
各
競
技
熱

戦
に
入
っ
た
。
 

各
競
技

一
位
の
結
果
は
つ
ぎ

の
通
り
。
 

o

卓
球
の
部
 

▽
小
学
校
四
年
生
男
子
I
沢
田

税
（
嘉
瀬
）
 
▽小
学
校
四
年
生

女
子
・
山
中
梢
子
（
嘉
瀬
）
 ▽

小
学
校
五
年
生
男
f
ー
秋
元
忍
 
 （

嘉瀬
）
 
マ
小
学
校
五年
生
女

子
I
大
橋
幸
美
（
金
木
）
 
▽
小

学
校
六
年
生
男
子
ー
松
川
鉄
也
 

（
嘉瀬
）
 
マ
小
学
校
六
年
生
女

子
ー
山
巾
い
づ
み
（
嘉
瀬）
 
マ

中
学
校
男
子
I
秋
元
秀
雄
（
金

木
）
▽
巾
学
校
女
子

・
和
田
明

美
（
金木
）
 
▽
一
般男
子
ー
大

嶋
豊
実
 
▽
一
般
女
子
I
佐
々

木
目
佐
f
 

o

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

喜
良
市
B
チ
ー
ム
 

0
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

▽
フ
ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
I
の
ん
の
 

ん
ク
ラ
プ
チ
ー
ム
 
マ
ス
ロ
ー
 

ピ
ッ
チ

廿
喜
良
市
ク
ラ
プ
チ
ー
ム
 
 

o

陸
上
競
技
の
部
 

▽
小
学
校
四
年
男
子
一
〇
〇

m
 

I
泉
谷
明
緩
（
金木
）
 
マ
小
学

校
五
年
男
子
一
〇
〇

m
ー
芦
田

嗣
太
（
喜
良市
）
 
▽
小学
校
六

年
男
子
一
0
〇

m
I青
山
潤
（
金

木
）

▽
小
学
校
男
子
二
〇
〇

m
 

I
鳴
海
勝
教
（喜
良
市
）
 
マ
小

学
校
男
子
一
五
O
〇

m
廿
工
藤

晃
大
（川
倉
）
 
▽小
学
校
男
子

走
幅
跳
I
原
田
嗣
也
（川
倉
）
 

▽
小
学
校
男
子
ボ
ー
ル
投
I
中

谷
幸
治
（
川
倉
）
 
▽
小
学
校
男

子
四
O
〇

m
リ
レ

ー
廿
金
木
小

学
校
チ
ー
ム
 
▽
小
学
校
四
年

女
子
一
〇
O
m
I片
山
恵
理
（金
 

嚇
一
 木

）
 
マ
小
学
校
五
年
女
子一
〇

〇

m
‘
今
ひ
と
み
（
嘉瀬
）
 
マ

小
学
校
六
年
女
子
一
〇
〇

m
・

其
田
．
海
（
嘉瀬
）
 
▽
小
学校

女
子
二
〇
〇

m
廿
沢
田
由
香
利
 

（
金木
）
 
マ小
学
校
女
子
八
〇

〇

m
I小
山
内
由
美
（
金
木）
 

▽
小
学
校
女
，十
走
幅
跳
廿
巾
谷

仁
美
（
川
倉
）
 
▽
小
学
校
女子

ボ
ー
ル
投
I
白
川
薫
（川
倉
）
 

▽
小
学
校
女
子
四
O
〇

m
リ
レ
 

ー
ー
嘉
瀬
小
学
校
A
チ
ー
ム

▽
P
T
A
対
抗
リ
レ

ー
I
川
倉

小
学
校
チ
ー
ム
 
▽
中
学
校
一

年
男
子
一
〇
〇

m
I秋
元
浩
樹
 
 ▽

中
学
校
二
年
男
子
一
O
〇

m
I
 

角
田
剛
士
（
金木
）
 
▽中
学
校

三
年
男
子
一
〇
〇

m
ー
小
林
猛
 

（
金木
）
 
▽
中
学
校男
子

一
五
 

O
〇

m
I原
田
一
好
（
金木
南
）
 

マ
中
学
校
男
子
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

リ
レ

ー
I
金
木
中
学
校
A
チ

ー
 

ム
 
▽
中
学
校
一
年
女
子
一
〇
〇
 

m
I工
藤
桃
子
（
金木
）
 
マ
中

学
校
二
年
女
子
一
〇
〇

m
I小

野
瑞
穂
（金
木
）
 
▽
中学
校
11一

年
女
子

一
〇
〇
m
廿
津
島
朝
実
 

（
金木
）
 
マ
中
学
校
女
子
八
〇
 

m
ー
竹
内
真
美
子
（
金木
）
 
▽

中
学
校
女
子
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ

レ
ー
ー
金
木
中
学
校
A
チ
ー
ム
 

H
ニ
 
ー
 
，
一
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~今話題のスボーツ卓球 



平
成
元
年
度
朝
野
球
閉
幕
 

発
計
離
優
勝
 

佐
野
一
、
白
川
幸
蔵
、
山
巾

太
、
桑
田
哲
明
、
棟
方
昭
則
、
 

佐
野
昭
則
、
白
川
登
喜
男
、
 

桑
田
不
二
治
 

優
勝
監
督
 

イ
ソ
タ
ビ
ユ

ー
 

A
級

c
~
T
Y
n監
督
 

白
川
 
鉄
也
 

こ
の
優
勝
を
励
み
に
来
年
は
 

県
大
会
で

一
勝
を
目
指
し
て
頑
 

張
り
た
い
。
 

B
級
ァ
ボ
ロ
吉
崎
監
督
 

工
藤
 
秀
雄
 

今
年
は
若
手
の
思
わ
ぬ
成
長

で
優
勝
し
た
が
、
米
年
も
こ
の

勢
い
を
か
っ
て

A
級
で
の
優
勝

を

H
指
し
た
い
。
 

平
成
元
年
度
の
金
木
町
朝
野

球
選
手
権
が
こ
の
度
閉
幕
、
十

月
十
六
日
中
央
公
民
館
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
 

表
彰
式
後
の
懇
親
会
で
は
、
 

お
互
い
の
ク
ラ
ブ
同
士
、
試
合

を
振
り
返
り
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
語
り
あ
い
、
そ
の
後
町
 
 に

繰
り
だ
し
こ
の
夜
は
ど
こ
で
 

も
野
球
談
義
に
明
け
暮
れ
た
の
 

で
は
。
 

各
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。
 

⑥

A
級
 

▼
優
 
勝
  

C
~
T
Y
n
 

▼
準
優
勝
  
川
倉
愛
球
ク
ラ
プ
 

▼
第
三
位
 
男
寿
し
ク
ラ
プ
 

ー
 」

 

▼
優
秀
選
手
賞
 

佐
藤
修
二

（
c
~
T
Y
n)
 

中
谷
吉
範

（川
倉
愛
球
ク
ラ

プ
）
、
原
田
秀
大
（
男寿
し
ク

ラ
プ
）
、
白
川
順
（
金木
野
球

ク
ラ
プ
）
、
藤
本
孝
明
（
あ
き

も
と
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
、原
田

武
光
（原
田
で
ん
き
）
、
工
藤

一
男
（
藤
枝
太
陽
ク
ラ
プ
）
、
 

藤
田
昭
仁
（
金
木
町
役
場
）
、
 

津
島
和
伸
（
上
町
ク
ラ
プ
）
、
 

前
田
久
（

マ
キ
タ
フ
エ
ニ
ッ

ク
ス
）
 

▼
ホ

ー
ム
ラ
ン
賞
 

斉
藤
秀
俊
（
原
田
で
ん
き
）
 

川
口
均
（
金
木
町
役
場
）
 

▼
三
塁
打
賞
 

沢
田
雅
人
（
男
寿
し
ク
ラ
プ
）
 

▼
ニ
塁
打
賞
 

太
田
雅
文

（
c
~
T
Yn
)
 

▼
最
多
勝
利
投
手
賞
 

泉
谷
住
世

（川
倉
愛
球
ク
ラ

ブ
」
 

▼
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
賞
 

工
藤
秀
光

（
藤枝
太
陽
ク
ラ

ゾ
ー
 

@
B
級
 

▼
優
 
勝
 
ア
ポ
ロ
吉
崎

▼
準
優
勝
  
下
山
白
動
車

▼
準
優
勝
  
朝

H
ク
ラ
ブ

▼
優
秀
選
手
賞
 

松
川
和
二
（
ア
ポ
ロ
古
崎
）
、
 

今
和
彦
（
下
山
白
動
車
）
、角
 
 

田
登
（
朝
日
ク
ラ
プ
）
、
加
賀

田
光
弘
（
イ
ー
グ
ル
ス
）
、
今

重
彦
（
金木
町
役
場

B
）
、
秋

元

一
（喜
良
市
棒
球
隊
）
、
小

田
桐
春
美
（
県
信
川
ク
ラ
プ
）
 

▼
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

松
僑
古
ゴ
県
信
川
ク
ラ
ブ

▼
三
塁
打
賞
 

棟
方
則
昭

イ
ー
グ
ル
ス

マ
ニ
塁
打
賞
 

中
村
建
男
朝

日
ク
ラ
プ

小
林
達
弘
朝

日
ク
ラ
プ

桑
田
隆
幸
ア
ポ

ロ
吉
崎

須
藤
貢
央

ア
ポ
ロ
吉
崎

米
谷
正
彦

ア
ポ
ロ
吉
崎

浅
田
慶
三
（
県
信
用
ク
ラ
プ
）
 

白
川
覚
（
県
信
用
ク
ラ
プ
）
 

▼
最
多
勝
利
投
手
賞
 

鈴
木
卓

（下
山
自
動
車
）
 

小
林
達
弘
（朝
日
ク
ラ
プ
）
 

⑨
十
五
年
連
続
出
場
選
手
 

（
昭和
互
十
年
第
四
回
大
会

以
降
連
続
出
場
）
 

原
田
順

一
、
工
藤
文
裕
、
成

田
峻
造
、
原
田
繁
福
、
坂
本

実
、
小
山
内
正

一
、
坂
本

一

志
、
原
田
輝
雄
、
桑
川
豊

⑥
十
年
連
続
出
場
選
手
 

（昭
和
五
十
五
年
第
九
回
大

会
以
降
連
続
出
場
）
 

角
川
光
、
小
山
内
洋
．
、
古

田
秋
蔵
、
工
藤
文
久
、
田
中

勉
、
原
田
武
光
、
木
村
清
、
 

昭
和

6
3年
度
に
年
金
融

資
を
 

受
け

て
導
人
さ
れ

た
 

曾
宮
臼
容
園
囲
口
口
目
認
 

・

a
オ
リ
ン
パ
ス
十
ニ
指
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
フ
（検
査
用
）
 

②
多
項
目
自
動
血
球
計
数
装
置

（検
査
用
）
 

●

フ
ァ
イ
バ

ー
ス
コ
ー
ブ
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▲太田裕子さん（金中〕 ▲中谷幸治君（川小） 

、一ニ ’ ＝ 一血 , 
~事昌・！ニさ・一・’一 

⑨ 金木だより11111111111I 

鵬今月のがんはった顔鵬 
第15回北五中学校英語弁論大会
創作の部 1 年第 1 位 

第 5回北郡小学校陸上競技
記録会男子ボール投げ第1位 

第 36回西北五中学校陸上
選手権女子 100 m 第 1 位 

▲工藤桃子さん（金中） 

第28回北五地区秋季中学総体
軟式庭球男子ダブルス第1位 

▲工藤敏勝君と土岐征也君（南中） 

第 36回西北五中学校陸上
選手権女子ボール投げ第1位 

▲津島真由子さん（金中） 

第 18 回西北五学校給食
ポスター展 6年の部特選 

▲小松正也君（嘉小） 

東北電力中学生作文コンクー)レ 
優 	秀 	賞 

'

)
 

一
 
‘
道
 

、
『
 ，
智
 

‘

一
 

第 18 回西北五学校給食
ポスター展 4年の部特選 

▲成田陽平君（金小） 

第 18 回西北五学校給食
ポスター展 1 年の部特選 

A花田賢介君（金小） 

，
 
 

一
 

、 

~ 

"’ 	「 r：・ ’・ 

議ゾ‘”ー事・、 

こ一ー、；ヲでー二一一 

，・ 

ユ ニ ‘二 七~ ふ 

第15回北五中学校英語弁論大会
創作の部 2 年第 1 位 

」
 

▲沢田桂枝さん（金中） 

五所川原朝野球協会25周年記念西北五選抜朝野球大会優勝 

▲ C I T Y II チーム 



合誓替冒秋津 秀樹 

金木病院力ルテ⑩ 

『脳を守る』 

こ
れ
か
ら
は
火
を
使
う
 

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
 

火
の
取
り
扱
い
に
は
 

十
分
注
意
を
払
い
 

火
事
に
な
ら
な
い
よ
う
 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
 

こ
れ
か
ら
金
木
も
冬
を
迎
え

る
わ
け
で
す
が
、
我
々
に
と
っ

て
は
心
筋
梗
塞
や
脳
血
管
障
害

の
患
者
さ
ん
が
増
え
る
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
特
に
脳
血
管
障

害
（
脳
梗
塞

・
脳
畠
血
等
）
は

統
計
学
的
に
み
て
東
北
地
方
に

多
く
、
米
の
大
食

・
食
塩
過
剰

摂
取
・
寒
さ

・
遺
伝
等
が
発
症

の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
に
 
「あ
た
り

の
病
態
を
認
識
し
、
発
症
を
未

然
に
防
ぐ
心
構
え
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
以
下
に
記
し

て
み
ま
し
た
。
 

脳
血
管
障
害
の
発
生
の
基
盤

と
し
て
脳
の
動
脈
硬
化
が
知
・
り

れ
て
い
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
脂

質
沈
着
等
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
実
態
は
血
管
の

老
化
現
象
で
あ
り
、
年
齢
と
共

に
次
第
に
進
行
し
脳
の
血
管
を
 

狭
め
、
更
に
は
血
流
が
悪
く
な

り
血
栓
を
生
じ
易
く
な
り
、
脳

梗
塞
を
お
こ
し
ま
す
。
閉
塞
し

た
血
管
の
先
の
ほ
う
で
は
脳
組

織
に
栄
養
し
て
い
る
血
流
が
途

絶
え
る
の
で
酸
素
を
得
ら
れ
な

く
な
っ
た
神
経
細
胞
は
障
害
を

う
け
手
足
や
言
葉
が
不
自
由
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
動
脈
硬
化

が
進
行
し
血
管
壊
死
と
呼
ば
れ

る
状
態
が
生
じ
る
と
血
管
の

一

部
が
脆
く
な
り
血
管
が
破
裂
し

ま
す
。
 こ
こ
か
ら
流
出
し
た
血

液
が
脳
実
質
内
に
た
ま
り
神
経

細
胞
や
神
経
線
維
を
障
害
す
る

の
が
脳
畠
血
で
す
。
壊
れ
た
神

経
細
胞
や
切
れ
た
神
経
線
維
は

元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

あ
る
研
究
者
は
、
動
物
実
験
で

脳
へ
行
く
動
脈
に
普
通
の
血
圧

の
数
倍
の
圧
力
を
加
え
て
み
て

も
血
管
は
破
綻
し
な
か
っ
た
と
 
 

報
告
し
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
脳
出
血
の
発
生
要
因
と
し

て
血
圧
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
 

血
管
壊
死
等
に
よ
っ
て
血
管
が

破
れ
易
い
状
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 こ
の

点
か
ら
も
高
血
圧
を
管
理
し
、
 

動
脈
硬
化
の
進
行
を
妨
げ
る
こ

と
が
脳
血
管
障
害
の
予
防
に
必

要
な
の
で
す
。
 

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
し

て
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿

病
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
病

院
で
血
圧
が
高
い
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が
高
い
と
か
血
糖
値

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
人
は

投
与
さ
れ
て
い
る
薬
を
切
ら
さ

ず
に
服
用
し
、
定
期
的
に
血
圧

測
定
や
採
血
を
受
け
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。
思
者
さ
ん
の
巾
に

は
、
 一
日
．二
回
服
用
す
る
は
ず

の
薬
を
、
変
わ
り
が
な
い
か
・
ら

一
H

一
回
な
い
し
二
回
し
か
飲

ん
で
い
な
か
っ
た
と
話
す
人
が

い
て
、
血
圧
を
測
っ
て
み
る
と

異
常
に
高
値
で
驚
か
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
血

圧
が
高
く
て
も
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
症

状
が
な
く
て
も
高
血
圧
を
放
置

し
て
い
れ
ば
動
脈
硬
化
は
気
付

か
な
い
と
こ
ろ
で
進
行
す
る
の

で
す
か
ら
、
処
方
ど
お
り
に
薬
 
 

を
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下

げ
る
面
か
ら
食
事
は
、
ビ
タ
ミ

ン
B

・
E

・
C
を
多
く
含
ん
だ

緑
黄
野
菜

・
豆
類

・
勝
芽
米
・

ご
ま
油
等
を
多
く
摂
る
よ
う
に

心
掛
け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
 

こ
の
他
に
、
精
神
的
興
奮

・
心

身
の
過
労
時
な
ら
び
に
寒
冷
も

危
険
因
子
で
あ
り
、
朝
は
少
し

布
団
の
巾
で
温
ま
っ
て
か
ら
起

き
る
よ
う
に
し
、
ト
イ
レ
に
行

く
際
も
暖
か
い
服
装
を
し
て
い

く
ほ
う
が
安
全
で
す
。
雪
国
で

あ
り
な
が
ら
北
海
道
は
東
北
地

方
と
比
較
す
る
と
脳
血
管
障
害

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
前
者
で

は
食
事
で
の
味
付
け
は
幾
分
う

す
味
で
、
家
の
構
築
で
も
・
．重

サ
ッ
、
ン
や
断
熱材
を
多
く
使
川

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
生
活

環
境
の
違
い
も
発
症
率
の
差
に

寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
 

	"mmH川―川金木だより ⑩ 

(
 

(
 



ゆ 金木だよりlI川川IHmI 

12月和日は 

「人権デー」 

I 2 月 4 IIカ、らlollまでは 「第411111 
人権週lt1J 」 です。 

Il(i和23年I2ルloll第 3 I'Ill町祭連合
総会で世界人槻宣“Iiが採決されて以
米、国連ではこれを記念し、毎年12 
)i 101lを 「人格iデー」 と定め、各困
では基本的人権尊垂の精神を徹底さ
せるための記念行事力叫Mっれます。 

わが川では、「人構・アー」を散終II 
とする・週問を 「人権週間」 と定め
ていますが、青森地方法務局と青森
県人権擁護委lじ坐合会では次の強調 
'I町iを掲げ、県民の皆さんに人権尊
敢.思想の大切さを呼びかけています」 

oIIi隅●化時代にふさわしい人権 
意識を育てよう。 
Oいじめ、体罰の根を絶とう1 
0部落差別をなくそう《， 
O女性の地I立を高めよう‘， 
O障害者の完全参加と・I‘等を実 
現しよう。 

「人権週糊」 にあたり，私たち・・
人ひとりが、人権について考え、明
るく豊かな社会をつくりましょう。 

なお、毎IIの生活のりIで、お困り
のときは．青森地方法務局人槻擁護
課（青森市長島四丁1123番 4 り・、電 
I活I) I 7 7 一76一 C) 23 1)、また
は、お近くの人権擁護委員に御相談
ドさい。 相談は無料で、秘密は厳守
しまりー 
く〕金木町の人l叙擁護委llは次の方々
でー‘十 
坂本義音 

喜良市字富田 6 
電，活 52-2386 

今 正志 
喜】！1市字弓欠形22-4 
t:,iIc 53-2313 

中谷定雄 
金木字芦野84-645 
1 1dT 53-3432 

沢田 驚 
嘉瀬字雲雀野235 
iせ‘活 52-3446 

工藤幸栄衛門 
川倉字宇川野51 
電話 57-2233 

◆！「没人権相談所開設のお知ら・せ◆ 
と き 平成元年12)1 6 日 

午前 9時～午後 211寺 
ところ 金木町役場 引粁りI会I汲室 
相談担当者 

人権擁‘漫委LI、法務局臓LI 

国民年金情報 

＠免除をうけた保険料は追納できま
す。 
国民年金には、経済的な理山など

で」呆険料納付力町村難二なときに保険料
の納付を免除する制度があります。 

免除を受けた期I'りについては、老
齢JJi礎年金の額を計算するとき、保
険料を納付した期Ill,とくらべ 3分の 
I となります。 
そこで、生活に余裕ができたとき

に、過去10年前までさかのIまって免
除を受けた期間の保険料を納めるこ
とができます。 これを 「追納」 とい
い、迫納する保険料の富iは、免除を
受けた’Ii時の保険料の額に，追納す
るまでに経過した年数に応じて・定
の率を掛けた額を加算した額となり
ます％ 
この迫納制度を利用し、満富i、あ

るいはi円額に近い年金を受けたいも
のです0 

'l羊しいことは、役場町民課ドゆと年
金の係でおたずねください。 

今月の納税 
固定資産税第4期 
国民健康保険税第3期 

暮らしと電気安全 

＠タコ足配線は危険です。 
年忘けしは、歳の搾れに室町時代の

昔から行われた行事で、親戚や友人
などと一緒に、 ・年問の苫労を忘れ
るために催す酒宴です。 放近では、 
12月そうそうから行ってし、ますカ‘、 
年忘れ会が我を忘れる会にならない
よう、スマートなi酉飲みでありたい
ものです。 
ところで冬を迎え、この頃が電気

を・番便うことになります0 コード
や配線器共には電流を流してよい限 
」虻があります。 テープルタップなど
を使って、タコ足配線をしていると
一」史に大最の電流がi尤れることがあ
って危険です。 

また闘i走は．き・ぜわしさカ、らし、ろ
いろと忘れがちです。 電熱器やアイ
ロンの切り忘れにごI主意を。 

自動車事故 

対策センターから 

＠ご宇じですか，ク自動車事故による
重度後遺障害者の専門病院 
自動準事故により、脳に損傷を受

け垂I蛇の．意識障害が残存した！皮たき
りのいわゆるIA物状態の，思者の方を
専門に人院させ、最良の設備と充実
した塚療要員をもって、適切な治I縦
と完全看護を行う全ドIで二番IIの病
院が仙台市にりと成し、すでに十余名
が人院されています。 

詐鞠lは、’ド記にお問い合わせくだ
さし、。 
政府出資法人（運輸省I'i管） 

白動水事故対策センター 
本 部 

ti.'i 03-264-2181 
青森支所 

電活 0177-77-81 10 
ol」院のJ'_r在地 
仙台市太白区長町 

1114 1 Fl 20it? 1 'J 
財団法人 

広南会広南病院療護センター 
電話 022-247-1171 

家庭裁判所から 

回知っておきたい家事調停の話 
家庭裁判所の家事調停は、家庭や

親族の紛争についてii分たちだけで
は解決の方策が見つからないという
場合に、簡Irな手続きと低」縦な費川
で利川できる公的な紛争解決の場で
す。 

最近、はっきりした離婚原因がな
いのに離婚を求めるケースが増えて
いますが、このような場合でも家” 
調停を利川することができます‘離
婚をめぐる家事調停は、どちらが良
いとか悪いとかを決めつけるのでは
なく，当事行双方の‘iい分や気持ち
をト分に聴きながら． ・辛Ilに粉争解
決の方策を考えるという姿勢で行わ
れます。 そこでは、夫婦双方の白ら
の生き方の，り題、子供の今後の問題
や経済的なl川題等が多'(Ii的に採り h 
げられ、法的な権利義務の判断だけ
でなく、事柄の実質的な解決に向け
た助ii等が行われます。この過程で
は，必要に比；じて人問関係諸科学の
専門家である家庭裁判所訓査1“が関
与し、 カウンセI)ングを通じて心1里
的な調整を図ったり．面接訓査をす
ることもあります。 
家半調停を利川することの利点と

は、適正な話合いの場を確保すると
ともに、紛争解決の方策についても
多面的に考えられるよう援助しても
らえることにあります。 また、取り
決めた内容について、強制I的な権利
の実現をはIることができるようにな
っています。 

各家庭故判所には、無料で家事相
談コーナーが設けられておりますか
ら、詐しいことは、最寄りの家庭裁
判所に尋ねられるのがいいと思いま
すよ。 

へ 
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12月1日～31日は 

町税完納推進月間 
平成元年も残すところあと少し、私たちの暮らしを支 

える税金を納め忘れている方はありませんか。 

12月1日～31日は町税完納推進月間です。 

納め忘れの固定資産税・軽自動車税や12月25日が最終 

期限の町県民税・国民健康保険税は早めに納めましよう。 
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はじめ 

元 ちゃん 
9 )J 19日生まれ 
体 Ift 3.230g 
上山道町 

木村裕悦さんの長男 

より 	こ 

閑 子ちゃん 
9 月2511生まれ
体重 4.1209 
蒔IT' 

外崎哲彦さんの 2女 
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